
 
 
 
 

新燃岳 2018 年 3 月噴火： 
溶岩ドームの粘性率推定 

 

 
        本資料は速報結果を示すものであり、今後の詳細な解析により、結果が変わる可能性もあります。 
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2018 年 3 月 1 日から継続している新燃岳の噴火活動により、溶岩ドームが成長しました。そ

の SAR 画像で見られる溶岩ドームの形状の時間変化から粘性率（マグマの粘り気を示す値）を

推定したので、結果を報告します。 
 
• 2018 年 3 月 6 日 23:30 から 3 月 9 日 0:11 にかけて、溶岩ドームの粘性率は 3.97×108 Pa・

s から 6.45×109 Pa・s と推定されます（図 1）。 
• 今回推定された溶岩ドームの粘性率は、2011 年新燃岳噴火時に成長した溶岩ドームの

粘性率範囲: 5.87×107 – 6.54×1010 Pa・s に含まれます（図 2）。 
 
【補足】 溶岩ドームの粘性率の推定方法 
溶岩流が同心円状に拡大すると仮定すると、水平方向に拡大する駆動力と、流動に対する

粘性抵抗が働きます。これらの力がつり合う場合、粘性率は下記のように表されます。 
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  (𝜂𝜂: ニュートン流体を仮定した粘性率, 𝜌𝜌: 密度, 𝜌𝜌: 重力加速度, ℎ: 厚さ, 𝑄𝑄: 流入速度) 
ℎ,𝑄𝑄は SAR 画像から見積もり、𝜌𝜌は 2000 kg/m3 として粘性率を計算しました。 
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図１．2018 年新燃岳噴火時の溶岩ドームの粘性率の時間変化 
 

          

図２．2011 年新燃岳噴火時の溶岩ドームの粘性率の時間変化 
（橙色部分：誤差を含めた 2018 年噴火時の溶岩ドームの粘性率範囲） 
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